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ロータリーを高めよ.／
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第399回例会平成2年9月4日（火）晴
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◇大谷副会長挨拶

9月になり、子供達も新学期を迎え、喜々

として学校の門をくぐっているようです。9

月、 10月、 11月は秋の季節で、昔から「物の

あはれは秋こそまされ」といい、しみじみと

した情趣を味わっていたようです。ポール・

ヴェルレーヌも「秋の日のビオロンにこのた

めいきの身に沁みてひたぶるにうらがなし」

と歌っていますから、秋の傭感は洋の東西を

問いません。

暦の上では、 8月8日が立秋、空は入道雲

と鰯雲が行き交い、23日の処署、立春から数

えての三百十日の野分と、秋の気配が色濃く

なってまいりました。先日の「ゆかた会」で

は、松楓閣のこおろぎの音(ね)が一段と味わ

いを深めてくれた気がいたしております。

9月は陰暦の「長月」ですが、夜長月が略

されたものでしょうから、陽暦の10月上旬か

ら11月上旬になります。すると「葉月」は、

9月上旬から10月上旬になります。 「奥義抄」

には「木の葉のもみぢて落つるゆえ、落葉月

といふを誤れり」または、初月一初来(はつ

き)。 「雁のはじめて来る頃なり」とあります

から感覚からいうとまだ少し早いようです。

「文月」は、文披月(ふみひろげづき)で、七

夕のために貸す文をひらくのです。8月上旬

から9月上旬ということになります。陰暦を

1場暦に合わせることには無理がありますが、

季節的には文月から葉月への変り目でありま

す。

季節の変り目は、体も変調を来すことが多

いようであります。会員の皆様のご健康をお

祈りして会長代理の挨拶といたします。

◇“君が代”
◇“それでこそロータリー”

◇出席報告

会員 68(67)名 出席52名

出席率 77．61％

前回 8月28日 （修正出席率) 100%

◇ビジター紹介 6名

◇お誕生日祝福

小林夫人（9/3） 、鈴木(理)夫人（9/5）

◇ニコボックス

今枝秀夫君三男の自宅が新築出来ました。

成田良治君本日は大谷副会長に挨拶をお

願いしました。

西村禎二君多忙な月でホームクラブ大変

ご無沙汰致しました。

中山信夫君8月麻雀会で初めて優勝する

ことができました。

三輪康君アレキサンドラ・シュペートさ

んに卓話をお願いしました。よろしく ！

加藤大豊君日・韓ジュニア交流競技会に

全国の選抜高校生300名を連れてソウルより2

時間の人口20万チュンチョン市に日本の団長

として1週間行って来ました。現地の知事・

市長を始めVIP待遇で大歓迎を受けました。

水野民也君ゴルフ関係の皆様、太田さん

のため1人の欠席もなく、明日はよろしく。

松島孝彰君、西野英樹君~安江敏昭君

本日早退させていただきます。申し訳ありま

せん。

小林明君、鈴木理之君夫人誕生日祝い。

◇鷲野幹事報告
1 9月18B(火)分区代理訪問クラブアセン

ブリー、 10月2日(火)ガバナー公式訪問ク

ラブアセンブリー10月15日（月)1.M.の出席

義務者の方で、まだ出欠席の返事を出され

ていない方は、事務局までご連絡下さい。
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一週間にわたり朝から晩まで、どのようにし

てテレビ番組が作られていくかを詳細に兇る

機会にめぐまれました。かんとく、はいゆう、

カメラ、 メイキャップ、デザインといった人

たちの共同作業は夜を徹して続けられ、その

熱心なふんいきに私も同席させていただきま

した。私にとってまったくいんしよう的でし

たのは、私の役わりの小ささにもかかわらず

私を一人前にみとめていただけたことです。

普段の仕事の折には一方で制作の手伝いであ

りながら、他方でテレビの仕事に興味のある

外国人という私の中途半端な立場から、しば

しば困難生じたこともあったのです。しかし

これもまた日本的な仕事の進め方を知る上で、

貴重な体験だったといえましょう。

日本でこの一年間に私は最も異なる文化を

もっとも多くの視点から考えさせられた、と

いえます。一番の重点は当然のことですが日

本の伝統文化と経済力にありました。

しかしまた私はドイツ人として、昨今の

ドイツの、激動にも関心を払わずにはいられ

ませんでした。このテーマについて、私は非

常によくご質問を受けましたし、また解説を

たのまれたりしましたので政治上の変化に関

わる具体的な情報と分析を常時入手する必要

があったのです。さらにこの一年ほど、さま

ざまの国からいらっしゃった多くの人々と知

り合う機会にめぐまれたこともありませんで

した。このことだけでも、日本での一年が私

の人生に新しい地平を開いたと断言すること

ができます。そしてこれらのことはすべて、

ロータリーしよう学金のおかげでできたので

す。一年の間、私がこの地で勉強できるよう、

ロータリーが与えてくれたざいせい的えんじ

ようにたいし、私がどれほど感謝しているか

は、まったくことばに言い表わせないほどで

す。また精神的にも、ロータリークラブの会

員のかたがたのご協力を得られましたので非

常にみのりの多い滞在ができたと思います。

とりわけ何か問題が生じるや即座にご助力下

ださいました私の保証人みわさんには、おれ

いのいいようがありません。名古屋でのこの

一年は私にとって非常に思い出深いものです。

将来この地で過ごした日々のことをきっと

なつかしく思い返すことでしょう。本当にい

ろいろとありがとうございました。

◇次回例会（9月11日）

講演 “大店法の連用適正化措置”

㈱社会システム研究所代表取締役

前河國輝氏 （紹介青山君）

◇次々回例会（9月18日）
講演 “瀬戸の焼物”

瀬戸陶芸協会理事

川村碩山氏 （紹介佐野君）

◇講演

“財団奨学生としての一年”

来日ロータリー財団奨学生
アレキサンドラ・シュペートさん

私がドイツからの新

しいロータリー奨学生

として皆さんの前で自

己紹介してから、早い

もので、もう一年にな

ります。私はまったく

の不案内で日本へ来た

のではありませんでし

また私自身も以前に日本

~~

た。私の祖父母も、また私自身も以前に日本

へ旅行していましたので、日本に関する多く

のことを既に知っておりました。しかしなが

ら、日本の大学の学生として滞在したこの一

年は私にとってまったく新しい経験となった

のです。私は日本に関しあらかじめ持ってい

たイメージや判断の多くを疑問視したり、あ

るいはまったく改めねばなりませんでした。

日本についての考えのこうした変化は、しか

し学生々活だけがもたらしたものではありま

せん。もちろん当初は私の活動と関心は主に

大学やその写真クラブ、そして学生寮の友人

関係に限定されていました。でもすぐにこう

した外国人特有の閉鎖性に気付いたのです。

外国人学生寮に住み、日本語の集中コースに

通っているだけでは、日常の範囲をはなれて

新しいことを知る機会など、めったにありま

せん。同様の文化を持った欧米人どうしがつ

きあう場合、問題はおろか困難すらないので

す。そして私は大学の語学コースや写真のク

ラブを通じてだけ日本と取り組もうなどとは、

思っていませんでした。そこで私は私の周辺

の日本社会との接触の可能性を探ることにし

たのです。

私はまず通訳や教師の仕事をいくつかひき

受けてみました。そして二月の初めにテレビ

局のアルバイトをした時には日本人の仕事の

しかたを身をもって体験することになりまし

た。

番組は二十代から三十代前半のスタッフに

よって制作されたものです。この若いチーム

は始めからうちとけやすさを持っていました

し、また生番組という事情も皆の良いチーム・

ワークを必要としていたのだと思います。

野球シーズンや相撲の夏場所が始まり担当

の番組や解説がにぎわしくなると私は日本に

いることを、つくづく実感したものです。数

週間前には子供向け番組のほんのちょっとし

た役ところをいただきました。「中学生日記」

というこの番組のロケーションのため私たち

は高山近郊の白河にまで足をのばしたのです。
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